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自己発見 

 

2 単位 
文化を知る 文学 渡邊 淳子 1 年次 春 

 
授業のキーワード 自我、エゴイズム、孤独、私小説 

授業の概要 

明治維新により、西欧の新しい小説手法が入って来て、日本の文学がどのように変化

していったかを”小説”の分野を通して見てゆきます。今年度は夏目漱石を中心に据

えて、特に”自我意識”がどのように描かれていったか検討します。授業では文学史

を踏まえながら、各作品における、主人公の描かれ方、作品に投影された作者の自我

を解説していきます。 

期待される学習成

果（目標） 

１．公務員試験などに出題頻度の高い近代文学史を学習できる。 
２．日本における近代的小説の展開を学ぶことができる。 
３．文学の本質とは何かを考察することができる。 

 

授 業 展 開 

 テーマ 内   容  テーマ 内   容 
第 
１ 
講 

導入 半年間の授業の紹介と受講上の

留意点の説明、参考文献の紹介

等を行います。 

第

９

講

志賀直哉 『暗夜行路』の主人公時任謙作

の苦悩の特色と救済について検

討します。 
第 
２ 
講 

近代文学史概

観 その１ 
明治初期から中期にかけての新

しい文学の動向を概観します。

第

10
講

太宰治 『トカトントン』を通して時代

の虚無、太宰の虚無について考

えます。 
第 
３ 
講 

近代文学史概

観 その２ 
明治中期から後半期の文学の動

向を概観します。 
第

11
講

太宰治 『人間失格』を通して、デカダ

ンス、葉蔵の道化等について考

えます。 
第 
４ 
講 

近代文学史概

観 その３ 
第３講のつづき 第

12
講

梶井基次郎 『檸檬』が人間の自我意識をど

のように描き出したか検討しま

す。 
第 
５ 
講 

近代文学史概

観 その４ 
大正期の文学の動向を概観しま

す。 
第

13
講

中島敦 『山月記』を通して人間の焦燥

感と心の闇について考えます。

第 
６ 
講 

夏目漱石 そ

の１ 
『三四郎』のストレシープにつ

いて考えます。 第

14
講

まとめ 近代小説が”自我”をいかに描

き出してきたかまとめ、日本の

近代文学の生成の特色について

考察します。 
第 
７ 
講 

夏目漱石 そ

の２ 
『行人』の一郎を通して、人間

の何が描き出されているか、考

えます。 

第

15
講

文学の意味 文学とは人間にとっていかなる

意味、意義があるのか各自が考

えます。 
第 
８ 
講 

夏目漱石 そ

の３ 
『こころ』を通して、人間の孤

独について考えます。 定 期 試 験 
レポート試験 

評価方法 
授業態度 10％ 
テスト 90％ 

使用する教科書（必ず購入してください） 参 考 文 献 
特に使用せず、その都度、資料を配布します。 ○江藤淳『漱石とその時代』第一部、第二部、新潮選書 

○仲秀和『漱石”夢十夜”以後』和泉書院 
○新井均『志賀直哉論』教育出版センター 


